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第６２回全国国保地域医療学会に関する企画運営宿泊等 

業務委託における公募型プロポーザル募集要領 

 

１ 業務の名称 

  第６２回全国国保地域医療学会に関する企画運営宿泊等業務 

 

２ 委託業務 

  別紙「第６２回全国国保地域医療学会に関する企画運営宿泊等業務委託仕様書」 

のとおり 

 

３ 委託期間 

  契約の締結日から令和５年２月２８日までの間 

 

４ 提出書類 

 （１）参加申込書 

 （２）企画提案にかかる書類 

   ①会社概要 ※以下の項目は必ず記載すること。 

     ・会社名・所在地（本社がある場合は、本社の所在地も記載すること。） 

     ・業務内容・連絡先（担当者名、電話番号、FAX 番号、E-mail アドレス） 

   ②業務経歴書  

     過去５年間の全国規模の学会又は類似する催事の業務の実績等 

（開催場所、開催年月日、参加者数等） 

   ③業務の実施体制 

   ④受託業務年間工程計画（ロードマップ） 

   ⑤本業務の企画提案書 

（企画提案書に学会ホームページのトップ画面のデザイン及び木更津市内、君津駅

並びに袖ケ浦駅周辺でシングルを中心に確保できるホテルの一覧表を付けること。） 

   ⑥見積書 

    ※１ ①～⑤の提出書類は、まとめてＡ４版平とじ・横書き・両面とし、おおむね４０ペ

ージ以内とすること。また、図面等Ａ４サイズより大きな書類がある場合はＡ４サ

イズに折り込むこと。なお、提出部数は①～⑥までそれぞれ１５部とする。 

※２ ⑥の見積書の提案金額は、委託期間中の本業務に係る費用の見込額とする。 

     なお、会場費用〔施設使用料、空調・光熱費、照明代、備品利用料（机・椅

子・演台・ステージ・マイク）〕については主催者が負担するため、見積書の提案

金額からは除くこと。 

 ※３ ⑥の見積書の提案金額は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者である

か免税事業者であるかに関わらず、税抜きとすること。 

 

なお、提案書はＰＲしたいポイントや記載内容の理由・背景など、提案趣旨を明確 

に示すこと。また、本会が必要と認める場合は、追加資料を求めることがある。 
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５ 書類の提出期限・提出方法 

 （１）参加申込書 

    令和３年７月１３日（火）１７時必着。（ＦＡＸ可） 

 （２）企画提案にかかる書類 

    令和３年７月１５日（木）正午必着。書面で持参又は郵送のこと。なお、郵送の場合

は、書留郵便（同等の配送方法でも可）により提出期限までに必着のこと。休日を除く

９時から１７時までに提出すること。電送（ＦＡＸ、電子メール等）によるものは認めない。 

 

６ 提出先及び問い合わせ先 

   〒２６３－８５６６  千葉県千葉市稲毛区天台６丁目４番３号 

千葉県国民健康保険団体連合会 事業課 

全国国保地域医療学会担当  松井、沼田 

ＴＥＬ(０４３)２５４－７１９２  ＦＡＸ(０４３)２５４－７４０１ 

    E-mail： gakkai62@ｃｈｉｂａ.kokuhoren.jp 

 

問い合わせは、別添質問票を用いて E-mail（gakkai62@ｃｈｉｂａ.kokuhoren.jp)にて令和３年 

６月３０日（水）正午までに提出すること。訪問や電話による問い合わせは受け付けない。 

なお、回答は、令和３年７月８日（木）１７時までに全参加者へ E-mail で通知する。 

 

７ プロポーザル参加に際しての注意事項 

 （１）失格又は無効 

    以下のいずれかの事項に該当する場合は、失格又は無効とする。 

    ①提出期限内に提出書類が提出されなかった場合 

    ②提出した書類に虚偽の内容を記載した場合 

    ③評価の公平性に影響を与える行為があった場合 

    ④募集要領に違反すると認められる場合 

    ⑤選定委員に対して、直接、間接を問わず故意に接触を求めた場合 

    ⑥他の提案者と応募提案の内容又はその意思について相談を行った場合 

⑦事業者選定終了までの間に、他の提案者に対して応募提案の内容を意図的に開 

示した場合 

    ⑧自己、自社若しくはその役員等（注１）が、暴力団員による不当な行為の防止等に

関する法律第２条に定める暴力団、暴力団員又はその他反社会的勢力（注２）の

者である場合 

（注１） 取締役、監査役、執行役、支店長、理事等、その他経営に実質的に関与

している者 

（注２） 暴力団準構成員、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ又は特殊知能暴力

集団、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有する者、

暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者等、その他これに     

準じる者 
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⑨その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行った場合 

    ⑩その他担当者があらかじめ指示した事項に違反したとき 

（２）著作権・特許権等 

     提出書類の内容に含まれる著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他

日本国の法令に基づいて保護される第三者の権利の対象となっている事業手法、維

持管理手法等を用いた結果生じた事象に係る責任は、すべて提出者が負うものとする。 

 （３）複数提案の禁止 

     企画提案参加者は、複数の提案書の提出はできない。 

 （４）提出書類の変更の禁止 

     提出期限後の提出書類の変更、差替え若しくは再提出は認めない。（軽微なもの

を除く。） 

 （５）返却等 

     提出書類は、理由の如何を問わず返却しない。 

 （６）費用負担 

     企画提案書の作成、提出等プロポーザル参加に要する経費等は、すべて参加者

の負担とする。 

 （７）その他 

     参加者は、企画提案書の提出をもって、募集要領等の記載内容に同意したものと

する。 

 

８ 企画提案書に対するプレゼンテーション 

 （１）開催日 

    令和３年７月２９日（木） １３時３０分 

 （２）開催場所 

千葉県千葉市稲毛区天台６丁目４番３号 

千葉県国民健康保険団体連合会（千葉県国保会館４階第一会議室） 

 （３）プレゼンテーションの時間 

    プレゼンテーションは３０分以内、質疑応答は１０分程度とする。 

    ※各提案者のプレゼンテーション開始時間は、後日通知する。 

 （４）出席者 

    ４人まで出席を認める。 

 （５）審査 

    本会が設置した業者選定委員会において各者の提案について審査を行う。 

なお、委員会における審査は、別途定める審査項目に基づき、提出書類及びプロポ

ーザル参加者によるプレゼンテーションの内容をもとに、競争性・透明性の確保に十分

に配慮しながら、企画提案の内容、事業の実施能力等を審査、採点する。 

 （６）注意事項 

    プレゼンテーション参加者は、他の参加者の企画提案を傍聴できない。指定の時間

に遅れた場合には、審査対象としない。 
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９ 選定について 

 （１）最優秀提案者の選定 

審査結果に基づき、業者選定委員会委員の点数の合計が最高点の者を、最優秀

提案者として選定する。ただし、最高点の者が複数となった場合は、業者選定委員会

委員の協議により選定する。 

なお、合計点が基準点に達する提案者がなかった場合には、再度公募を実施する。 

 （２）提案者が１者または、ない場合の取り扱い 

提案者が１者のみの場合であっても審査は実施し、審査の結果において基準点を

満たすときは当該提案者を最優秀提案者とする。 

また、提案者がない場合には、再度公募を実施する。 

 （３）選定結果の通知 

選定結果は選定後、速やかに提案者に通知する。 

 

１０ 契約の締結 

事業の企画提案及び委託事業の実施による成果物等の著作権を含む全ての知的財

産は、原則として公益社団法人国民健康保険中央会（以下「国保中央会」という。）、千

葉県国民健康保険団体連合会及び公益社団法人千葉県国民健康保険直営診療施

設協会（以下「学会事務局」という。）に帰属する。選定した最優秀提案者を契約候補者

として学会事務局と協議し、本学会運営委員会の承認を得たうえで、委託業務に係る仕

様を確定させ、契約を締結する。 

仕様書の内容は、提案された内容が基本となるが、契約候補者と学会事務局との協

議により必要に応じて内容を変更したうえで契約を締結するため、委託契約額が見積額

と同じになるとは限らない。 

なお、選定した契約候補者と学会事務局との間で行う仕様の詳細事項について協議

が整わなかった場合には、審査結果において点数が次に高い提案者と協議を行う。 

また、原則委託料の支払いは、国保中央会及び学会事務局が委託業務終了後に一

括で支払うものとする。 

ただし、やむを得ない事情による学会の中止その他特段の事由が生じた場合は、当該

事由について通知した日までに受託業務年間工程計画（ロードマップ）に基づき支出し

た費用（作製中のものも含む）に対して支払いを行う。なお、その際の費用については、

国保中央会及び学会事務局と協議し決定とする。 

この場合、賠償金または違約金等の支払いについては、国保中央会及び学会事務

局と協議し決定とする。 

また、参加者数の増加・減少により、学会規模が拡大・縮小となる場合は、国保中央

会及び学会事務局と協議し、仕様の見直し及び契約金額の変更を行うこととする。 

 


